














































































































































































































































































































































































































































































































事例 実習形式 実習課題の性質 担当者との関係 担当者とともに過ごす時間
担当者以外の社
員との関係
A ハイブリッド型 直接 メンバー 一緒 公式
B 日常業務型 直接 相談役 不在 非公式
C 日常業務型 直接 相談役 一緒 非公式
D テーマ型 間接 相談役 一緒 非公式
E ハイブリッド型 直接 相談役 一緒 公式
F ハイブリッド型 間接 相談役 一緒 公式
G ハイブリッド型 直接 メンバー 一緒 公式
H テーマ型 直接 相談役 不在 公式
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Dでは見られない。「組織の一員となり、一人
前の職業人へと向かうアイデンティティ形成」
は、事例Cを除き、「公式」「非公式」いずれの
事例にも見られる。
４．考察
（１）実習内容と学習効果の関係に関する考察
　実習形式については、「テーマ型」は「仕事
のやりがいや意味付けの獲得」が得られやすく、
「日常業務型」は「社会的な実践力の獲得」や「仕
事を進めるための能力の獲得」が得られやすい
のではないかと予測したが、本結果からは、両
者の違いは明確ではなく、「テーマ型」か「日
常業務型」かによる学習効果への影響は見いだ
せなかった。また、「ハイブリッド型」では、「仕
事を進めるための能力の獲得」、「仕事のやりが
いや意味付けの獲得」、「社会的な実践力の獲得」
に関するエピソード等が見られており、高い学
習効果が得られる可能性が示唆される。なぜ「ハ
イブリッド型」で高い学習効果が得られるのか
の理由を本結果のみから推測することは難しい
が、「テーマ型」と「日常業務型」のそれぞれ
に特徴的な学習効果があるとすれば、その両方
を取り込めることや、相乗的な影響（例：日常
業務を通じて、実習テーマへの理解が進む等）
がある可能性等が推測される。
　実習課題の性質は、「直接」のほうが、「仕事
とはどのようなものかという理解」、「仕事のや
りがいや意味付けの獲得」、「組織の一員となり、
一人前の職業人へと向かうアイデンティティ形
成」が進みやすいと考えたが、本結果からは、「仕
事のやりがいや意味付けの獲得」についてのみ
「直接」のほうが得られやすいことが示唆され
た。そのほかについては両者で顕著な差は見ら
れなかった。
　担当者との関係については、「社会的な実践
力の獲得」と「組織の一員となり、一人前の職
業人へと向かうアイデンティティ形成」の2つ
は、「相談役」のほうが得られやすいようにも
見えるが、「メンバー」の事例でもエピソード
等が見られており、どちらとも言えない。当初、
「組織の一員となり、一人前の職業人へと向か
うアイデンティティ形成」は「相談役」では得
られにくいのではと予測したが、本結果からは
あまり関係ないようである。
　担当者とともに過ごす時間は、「仕事とはど
のようなものかという理解」については、当初
の予測どおり、「一緒」のほうが得られやすい
ことが窺える。他方、「仕事を進めるための能
力の獲得」や「社会的な実践力の獲得」は「不
在」のほうが得られやすいと考えたが、その傾
向は見られなかった。
　担当者以外の社員との関係は、当初の予測の
とおり、「非公式」のほうが「社会的な実践力
の獲得」が得られやすい傾向がみられた。「非
公式」においては、公式に提供されていない関
係を自力で切り拓いていくことが必要であり、
そのことが実践力の獲得につながると推測され
る。そうであれば、他の従業員との接点は、受
け入れ側が公式に用意するよりも、自ら関係構
築できるよう実習の中にそのような機会を埋め
込むことで高い学習効果が期待できる。他方、
「キャリアの見通しの獲得」は、「非公式」では
見られる事例が少ない。「キャリアの見通しの
獲得」は、公式非公式問わず、社員と一緒に過
ごす時間が長いほうが得られやすいと考えられ
ることから、前述の「一緒」「不在」と合わせ
て考察する必要があろう。たとえば、「キャリ
アの見通しの獲得」が具体的で顕著な事例Hは、
担当者は不在がちであったが他の社員が常に同
じオフィスで仕事をしているし、「キャリアの
見通しの獲得」に関するエピソード等が見られ
ない事例Bは担当者が不在がちであることに加
え、非公式に関係のある他の社員も店舗や工場
等学生のいるオフィスとは離れた場所にいる。
　以上を整理すると、本結果から学習効果と実
習内容について次のような関係が示唆される。
① 実習形式が「テーマ型」であるか「日常業務
型」であるかは、学習効果に大きな影響を及
ぼさない。
② 「ハイブリッド型」は両者の特長を取り込め
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るためか、高い学習効果に繋がりやすい。
③ 「仕事のやりがいや意味付けの獲得」を得る
ためには、本業と直接関係のある実習内容が
望ましい。
④ 担当者の関わり方が「相談役」であるか「メ
ンバー」であるかは、学習効果に大きな影響
を及ぼさない。
⑤ 「仕事とはどのようなものかという理解」は、
担当者とともに過ごす時間が長いほうが得ら
れやすい。
⑥ 担当者以外の社員との関係は、「公式」にあ
るよりは「非公式」に埋め込まれているほう
が、「社会的な実践力の獲得」に繋がりやすい。
（２）高い学習効果を得るための実習プログラ
ム
　以上の考察から、長期インターンシップにお
いては、次のような実習プログラムを設計する
ことで、より高い学習効果に繋がるものと考え
られる。
① 実習形式は、日常業務を行いつつ特定のテー
マに取り組む「ハイブリッド型」とする。
② 実習課題はできるだけ本業と関係のある内容
とし、困難な場合は、本業との関係性を明示
する。
③ 担当者は、できるだけインターンシップ生と
一緒にいる時間を多く取る。困難な場合は、
担当者以外の社員が一緒にいる体制を整える。
④ 担当者以外の社員との関係は、会社側は公式
には用意せず、インターンシップ生自らが切
り拓くことのできる機会を埋め込む。
　ただし、どのような実習プログラムを組むか
ということは、インターンシップが企業におけ
る実習であるという性質上、受け入れ企業の意
図や意向、事情等に依らざるを得ない。すなわ
ち、企業側がインターンシップの成果として何
を期待するかにより、実習プログラムも変わっ
てくる。
　しかし、企業が求める成果は、企業によって
異なるし、また、その成果の達成度が学生の学
習効果と相関するかどうかも明確ではない２）。
　以上を踏まえれば、長期インターンシップの
実習プログラム設計にあたっては、学習効果と
実習内容の関係等も参考にしながら、企業の受
け入れ意図を十分確認したうえで、関係する当
事者がよく相談して設計することが必要といえ
よう。
　なお、ここに示した結果は、あくまでも長期
インターンシップの実習を行った8人の学生の
事例に基づくものに過ぎず、普遍的な結果とは
言えない。今後、さらに事例を蓄積し、学習効
果と実習内容の関係を探っていきたい。
注釈
１）ここでは、実習期間1か月程度以上のイン
ターンシップを長期インターンシップとする。
ただし、本稿において「長期インターンシッ
プ」と言った場合は、特段の説明がない限り
は、X大学経営学部で実施している実習期間
約6か月のインターンシップを指すものとす
る。
２）一般的に考えれば学生の学習効果が高まれ
ば企業にとってもより望ましい成果に結びつ
くものと予測されるが、たとえば、学生はさ
したる成長を実感できなかったとしても、企
業としては大きな成果を得られるということ
も考えられるし、その逆も考えられる。
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